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概      要 

 

 

 

 

映画、教育、医療、セキュリティなど様々な分野のアプリケーションが期待できる大画

面、非平面、超高精細・広視野角などの特徴を持つ高臨場感ディスプレイを対象としたデ

ィジタル映像コンテンツに関し、その制作及び流通を円滑に行う技術の確立のため、高

付加価値・大容量映像データの処理技術、ネットワークで結ばれた遠隔地間で効果的に

処理し、スムーズに流通させる超広帯域・超高品質ネットワーク制御に関する技術の研

究開発を行う。 

【サブテーマ】 

(1) 高臨場感ディスプレイ(IPD)用ディジタル映像コンテンツ制作に関する基盤技術の開発 

   ① 超大容量映像データ処理・管理技術 

   ②  超高精細・広視野角映像の撮影技術 

   ③ 幾何学的整合性を考慮した映像編集 

        処理技術 

④ リアルタイム映像作成技術 

(2) 超広帯域且つ超高品質ネットワーク制御に関する基盤技術の研究開発 

  ① 階層ﾌﾛｰ識別型通信品質制御技術の研究開発 

  ② Ethernet における通信品質制御、管理技術の研究開発 

  ③ IP ネットワークとイーサネットワークの連携技術の研究開発 
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